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『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
の
享
受 

―

鎌
倉
・
室
町
期
の
源
氏
学―

 

 

日
本
文
学 

博
士
前
期
課
程
１
年 

川
渕 

紗
佳 

は
じ
め
に 

 

『
源
氏
物
語
』
は
成
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
広
く
享
受
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
様
々
な

時
代
で
愛
好
さ
れ
読
み
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
と
言
え
よ
う
。 

建
久
三
年
（
一
一
九
二
年
）
に
開
催
さ
れ
た
『
六
百
番
歌
合
』1

冬
部
十
三
番
の
判
詞
に
お
い
て

藤
原
俊
成
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

紫
式
部
歌
よ
み
の
程
よ
り
も
物
か
く
筆
は
殊
勝
な
り
、
そ
の
う
へ
花
宴
の
巻
は
こ
と
に
え
ん
な

る
物
な
り
、
源
氏
見
ざ
る
歌
よ
み
は
遺
恨
の
事
な
り 

こ
の
判
詞
か
ら
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
歌
人
の
教
養
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
知
識
が
求
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
当
時
、
『
源
氏
物
語
』
は
物
語
の
枠
を
超
え
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。 

一
方
で
、
鎌
倉
時
代
頃
に
は
、
時
代
の
流
れ
に
伴
う
文
化
や
言
語
の
変
化
に
伴
い
、
『
源
氏
物

語
』
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
『
源
氏
物
語
』
の
難
解
な
箇

所
に
解
説
を
施
す
注
釈
書
の
需
要
が
高
ま
り
、
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
時
代
末
期
ま
で
、
数
多
く
の
注
釈

書
が
作
り
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
注
釈
書
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
文
意
・
文
脈
を
解
説
し
た
も
の

や
、
伝
承
的
な
内
容
を
説
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。
現
代
の
解
釈
と
は
乖
離
し
て
い
る
も
の
も
多
い

が
、
当
時
の
学
問
が
劣
っ
て
い
た
と
し
て
看
過
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
当
時
の
人
々
の

興
味
・
関
心
が
、
現
代
と
は
異
な
る
部
分
に
存
在
し
、
解
釈
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
『
源
氏

物
語
』
の
享
受
を
考
え
る
上
で
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
現
象
で
あ
る
。 

本
発
表
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
の
享
受
か
ら
、
鎌
倉
・
室
町
期
の
源
氏
学
を
再
検
討
す
る
。 

帚
木
巻
は
『
源
氏
物
語
』
の
第
二
帖
に
位
置
し
、
光
源
氏
が
中
将
で
あ
っ
た
頃
の
出
来
事
が
著
さ

れ
た
巻
で
あ
る
。
第
一
帖
の
桐
壺
巻
で
は
光
源
氏
が
元
服
に
い
た
る
ま
で
の
出
来
事
が
中
心
に
描
か

れ
て
い
る
が
、
光
源
氏
が
主
体
的
に
行
動
し
始
め
、
具
体
的
な
体
験
談
が
語
ら
れ
始
め
る
の
は
、
帚

木
巻
か
ら
で
あ
る
。
前
半
部
で
は
、
五
月
雨
の
夜
、
宮
中
の
宿
直
所
で
源
氏
・
頭
中
将
・
左
馬
頭
・
藤

式
部
丞
に
よ
っ
て
女
性
論
が
交
わ
さ
れ
る
。
女
性
を
三
階
級
に
区
分
し
、
そ
の
中
で
も
中
流
階
級
の

女
性
の
面
白
さ
が
語
ら
れ
た
後
、
光
源
氏
以
外
の
男
が
過
去
に
関
係
を
持
っ
た
女
性
と
の
体
験
談
を

語
る
。
こ
の
場
面
は
、
後
に
雨
夜
の
品
定
め
と
称
さ
れ
る
。
後
半
部
で
は
、
光
源
氏
の
恋
愛
譚
が
語

ら
れ
る
。
光
源
氏
は
、
方
違
え
の
た
め
に
伊
予
守
の
邸
を
訪
れ
、
彼
の
若
き
後
妻
、
空
蝉
に
興
味
を

抱
く
。
中
流
階
級
の
女
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
た
光
源
氏
は
、
彼
女
の
寝
所
に
忍
び
込
み
、
強
引
に
契

り
を
交
わ
す
。 

 

こ
の
帚
木
巻
（
特
に
、
雨
夜
の
品
定
め
の
一
場
面
）
を
重
要
視
す
る
考
え
方
が
、
鎌
倉
・
室
町
期
の

 
1 

テ
キ
ス
ト
は
、
新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観 

第
五
巻
歌
合
編
』
（
角
川
書
店
、

一
九
八
七
年
）
を
用
い
た
。 

38



『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
の
享
受 

―

鎌
倉
・
室
町
期
の
源
氏
学―

 

 

日
本
文
学 

博
士
前
期
課
程
１
年 

川
渕 

紗
佳 

は
じ
め
に 

 

『
源
氏
物
語
』
は
成
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
広
く
享
受
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
様
々
な

時
代
で
愛
好
さ
れ
読
み
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
と
言
え
よ
う
。 

建
久
三
年
（
一
一
九
二
年
）
に
開
催
さ
れ
た
『
六
百
番
歌
合
』1

冬
部
十
三
番
の
判
詞
に
お
い
て

藤
原
俊
成
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

紫
式
部
歌
よ
み
の
程
よ
り
も
物
か
く
筆
は
殊
勝
な
り
、
そ
の
う
へ
花
宴
の
巻
は
こ
と
に
え
ん
な

る
物
な
り
、
源
氏
見
ざ
る
歌
よ
み
は
遺
恨
の
事
な
り 

こ
の
判
詞
か
ら
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
、
歌
人
の
教
養
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
知
識
が
求
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
当
時
、
『
源
氏
物
語
』
は
物
語
の
枠
を
超
え
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。 

一
方
で
、
鎌
倉
時
代
頃
に
は
、
時
代
の
流
れ
に
伴
う
文
化
や
言
語
の
変
化
に
伴
い
、
『
源
氏
物

語
』
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
『
源
氏
物
語
』
の
難
解
な
箇

所
に
解
説
を
施
す
注
釈
書
の
需
要
が
高
ま
り
、
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
時
代
末
期
ま
で
、
数
多
く
の
注
釈

書
が
作
り
続
け
ら
れ
た
。
こ
の
注
釈
書
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
文
意
・
文
脈
を
解
説
し
た
も
の

や
、
伝
承
的
な
内
容
を
説
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。
現
代
の
解
釈
と
は
乖
離
し
て
い
る
も
の
も
多
い

が
、
当
時
の
学
問
が
劣
っ
て
い
た
と
し
て
看
過
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
当
時
の
人
々
の

興
味
・
関
心
が
、
現
代
と
は
異
な
る
部
分
に
存
在
し
、
解
釈
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
『
源
氏

物
語
』
の
享
受
を
考
え
る
上
で
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
現
象
で
あ
る
。 

本
発
表
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
の
享
受
か
ら
、
鎌
倉
・
室
町
期
の
源
氏
学
を
再
検
討
す
る
。 

帚
木
巻
は
『
源
氏
物
語
』
の
第
二
帖
に
位
置
し
、
光
源
氏
が
中
将
で
あ
っ
た
頃
の
出
来
事
が
著
さ

れ
た
巻
で
あ
る
。
第
一
帖
の
桐
壺
巻
で
は
光
源
氏
が
元
服
に
い
た
る
ま
で
の
出
来
事
が
中
心
に
描
か

れ
て
い
る
が
、
光
源
氏
が
主
体
的
に
行
動
し
始
め
、
具
体
的
な
体
験
談
が
語
ら
れ
始
め
る
の
は
、
帚

木
巻
か
ら
で
あ
る
。
前
半
部
で
は
、
五
月
雨
の
夜
、
宮
中
の
宿
直
所
で
源
氏
・
頭
中
将
・
左
馬
頭
・
藤

式
部
丞
に
よ
っ
て
女
性
論
が
交
わ
さ
れ
る
。
女
性
を
三
階
級
に
区
分
し
、
そ
の
中
で
も
中
流
階
級
の

女
性
の
面
白
さ
が
語
ら
れ
た
後
、
光
源
氏
以
外
の
男
が
過
去
に
関
係
を
持
っ
た
女
性
と
の
体
験
談
を

語
る
。
こ
の
場
面
は
、
後
に
雨
夜
の
品
定
め
と
称
さ
れ
る
。
後
半
部
で
は
、
光
源
氏
の
恋
愛
譚
が
語

ら
れ
る
。
光
源
氏
は
、
方
違
え
の
た
め
に
伊
予
守
の
邸
を
訪
れ
、
彼
の
若
き
後
妻
、
空
蝉
に
興
味
を

抱
く
。
中
流
階
級
の
女
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
た
光
源
氏
は
、
彼
女
の
寝
所
に
忍
び
込
み
、
強
引
に
契

り
を
交
わ
す
。 

 

こ
の
帚
木
巻
（
特
に
、
雨
夜
の
品
定
め
の
一
場
面
）
を
重
要
視
す
る
考
え
方
が
、
鎌
倉
・
室
町
期
の

 
1 

テ
キ
ス
ト
は
、
新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観 

第
五
巻
歌
合
編
』
（
角
川
書
店
、

一
九
八
七
年
）
を
用
い
た
。 

源
氏
学
に
あ
り
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
年
）
に
は
、
宗
祇
の
手
に
よ
っ
て
、
帚
木
巻
の
み
に
注
釈

を
施
し
た
『
雨
夜
談
抄
』
が
成
立
し
た
。『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
の
中
で
も
、
特
定
の
一
帖
の
み
を

対
象
と
す
る
の
は
珍
し
い
現
象
で
あ
り
、
い
か
に
帚
木
巻
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
が
窺
え
る2

。
こ
れ

ま
で
の
調
査
の
結
果
、『
雨
夜
談
抄
』
で
は
帚
木
巻
を
起
点
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
全
体
を
見
通
そ
う

と
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
。 

 

帚
木
巻
を
重
視
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
部
分
も

あ
る3

。
し
か
し
、
鎌
倉
・
室
町
期
の
帚
木
巻
に
対
す
る
享
受
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
、
ど
の

よ
う
な
観
点
で
、
帚
木
巻
を
重
視
し
て
い
た
の
か
確
認
し
た
論
考
は
、
未
だ
確
認
で
き
な
い
。『
雨
夜

談
抄
』
成
立
の
意
義
を
探
る
た
め
に
も
、
帚
木
巻
の
享
受
史
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
発
表
者
は

考
え
、
帚
木
巻
享
受
の
捉
え
直
し
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
今
川
範
政
が
『
源
氏
物
語
提
要
』
で
示
し

た
考
え
方
を
受
け
て
、
後
代
の
注
釈
書
が
帚
木
巻
を
重
視
し
て
い
る
可
能
性
が
見
い
出
せ
た
。
本
発

表
で
は
、
ま
ず
『
源
氏
物
語
提
要
』
が
示
し
た
帚
木
巻
の
解
釈
と
、
後
発
す
る
注
釈
書
が
ど
の
よ
う

に
継
承
し
た
か
整
理
す
る
。 

 

『
源
氏
物
語
提
要
』
以
前 

 

『
源
氏
物
語
』
全
体
を
踏
ま
え
た
上
で
、
帚
木
巻
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題

意
識
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
現
在
確
認
で
き
る
最
も
古
い
言
及
は
、
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
年
）
に

成
立
し
た
『
原
中
最
秘
抄
』4

に
あ
る
。 

行
阿
云
、
今
案
云
、
桐
壺
更
衣
早
世
事
を
序
分
と
し
て
、
雨
夜
品
定
に
六
趣
四
生
の
こ
と
は
り
を

あ
ら
は
し
、
そ
れ
よ
り
す
ゑ
〴
〵
の
巻
に
は
夕
顔
、
葵
上
、
紫
上
等
の
哀
傷
に
風
情
を
つ
く
し
、

あ
は
れ
を
も
よ
ほ
し
、
心
を
い
た
ま
し
む
る
事
た
ぐ
ひ
な
し 

『
原
中
最
秘
抄
』
で
は
、
仏
教
的
な
付
会
を
施
し
な
が
ら
、『
源
氏
物
語
』
の
全
体
構
成
と
、
そ
の

中
に
お
け
る
帚
木
巻
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
源
氏
物
語
』
は
、
桐
壺
巻
を
序
文

と
し
、
雨
夜
品
定
め
で
は
六
趣
四
生
（
六
道
四
生
）
の
道
理
を
述
べ
、
以
降
の
巻
で
夕
顔
・
葵
上
・
紫

上
な
ど
の
具
体
的
な
女
性
を
登
場
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。 

 

『
源
氏
物
語
提
要
』
の
成
立 

 

『
源
氏
物
語
提
要
』
は
今
川
範
政
に
よ
っ
て
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
年
）
八
月
に
著
さ
れ
た
梗

概
書
で
は
あ
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
を
全
て
取
り
入
れ
て
、
詳
細
な
注
釈
を
付
し
て
い
る
点

な
ど
、
注
釈
書
的
な
性
質
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る5

。
『
源
氏
物
語
提
要
』
は
帚
木
巻
に
つ
い
て
、
次

 
2 

『
源
氏
物
語
』
五
四
帖
の
う
ち
、
一
帖
の
み
を
対
象
と
し
て
注
釈
書
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
帚
木
巻
と

初
音
巻
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。 

3 

伊
井
春
樹
「
第
三
章
第
二
節
『
雨
夜
談
抄
』
と
『
源
氏
物
語
不
審
抄
出
』
（
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究

室
町
前
期
編
』
、
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
） 

4 

テ
キ
ス
ト
は
、
池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
（
第
十
三
冊
資
料
編
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五

年
）
を
使
用
し
、
便
宜
上
句
点
・
濁
点
・
傍
線
な
ど
を
私
に
施
し
た
。 

5 

伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』(

東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年) 
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る6

。 
此
巻
は
歌
を
取
て
名
と
せ
り
。
源
氏
十
六
歳
の
事
也
。
物
語
の
沙
汰
に
此
巻
を
賞
る
也
。
上
の

巻
に
て
は
御
殿
を
と
り
て
名
と
す
、
是
は
帝
と
更
衣
の
名
也
。
二
の
巻
は
歌
を
も
つ
て
名
と
せ

り
。
そ
の
は
ら
や
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
は
ゝ
木
ゝ
の
と
い
ふ
歌
の
心
也
。
人
間
の
上
も
は
ゝ
木
ゝ

の
有
無
の
理
な
る
べ
し
。
①
此
巻
は
物
語
の
序
分
也
。
又
一
部
の
大
綱
成
べ
し
。
②
又
此
物
語

は
法
華
経
を
も
す
る
と
云
り
。
さ
れ
ば
此
巻
、
法
花
経
の
二
の
巻
譬
喩
品
也
。
人
の
心
の
さ
ま

〴
〵
成
を
物
の
品
に
た
と
へ
り
。
是
則
い
づ
か
た
へ
も
お
と
し
つ
け
ぬ
筆
法
也
、
譬
喩
品
に
事

叶
え
り
。
う
つ
せ
み
の
君
あ
り
な
が
ら
源
氏
に
逢
奉
ら
ぬ
は
、
箒
木
の
た
と
へ
に
よ
く
あ
へ

り
。
箒
木
と
い
へ
る
は
、
森
の
木
末
な
ど
の
箒
に
似
た
る
物
の
遠
く
よ
り
見
え
て
、
ち
か
く
よ

れ
ば
な
し
、
雲
霞
の
気
の
ご
と
く
な
る
物
な
り
。
よ
つ
て
有
無
の
た
と
へ
に
ひ
け
り
。
③
此
物

語
に
い
へ
る
所
の
人
々
、
栄
花
を
見
せ
て
ま
た
お
と
ろ
へ
を
か
け
り
。
世
間
の
有
様
、
皆
箒

木
ゝ
に
は
じ
ま
り
夢
の
浮
は
し
に
お
は
る
也
。
天
台
の
両
亦
門
の
法
文
、
爰
に
か
な
へ
り
。

（
中
略
）
④
此
品
さ
だ
め
十
八
段
有
。 

引
用
部
か
ら
は
、
帚
木
巻
を
次
の
四
つ
の
観
点
か
ら
捉
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

①
帚
木
巻
は
『
源
氏
物
語
』
の
序
文
で
あ
り
、
大
綱
（
根
本
）
で
あ
る
。 

②
帚
木
巻
を
『
法
華
経
』
と
結
び
付
け
て
い
る
。
雨
夜
の
品
定
め
で
、
様
々
な
性
質
の
女
を
挙
げ
な

が
ら
女
性
論
が
展
開
し
て
い
く
様
を
、
譬
喩
品
と
似
通
う
と
捉
え
た
。 

③
世
間
は
、
帚
木
に
始
ま
り
夢
浮
橋
に
終
わ
る
儚
い
も
の
で
、
天
台
四
門
に
叶
う
も
の
で
あ
る
。 

④
雨
夜
の
品
定
め
は
十
八
段
に
区
分
で
き
る
。 

 

①
②
④
の
説
に
関
し
て
は
、
『
源
氏
物
語
提
要
』
以
前
の
も
の
か
ら
は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
考

え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
③
の
説
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
注
釈
書
で
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
四

辻
善
成
の
『
河
海
抄
』
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
雲
隠
巻
に
対
し
て
天
台
四
門
を
踏
ま
え
て
注
記
し
て

い
る
の
だ
。
そ
の
た
め
、
『
河
海
抄
』
の
注
記
か
ら
着
想
を
得
て
、
書
き
記
し
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
行
す
る
注
釈
書
が
別
の
巻
の
注
釈
を
施
す
際
に
著
し
た
考
え
方
を
、
帚
木

巻
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
て
い
る
。
単
に
帚
木
巻
を
注
釈
す
る
だ
け
で
な
く
、
『
源
氏
物
語
』
全
体

を
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。 

 

『
花
鳥
余
情
』
『
雨
夜
談
抄
』
へ
の
継
承 

 

『
源
氏
物
語
提
要
』
で
示
さ
れ
た
解
釈
を
受
け
て
著
さ
れ
た
注
釈
書
が
あ
る
。
一
条
兼
良
の
『
花

鳥
余
情
』7

と
宗
祇
の
『
雨
夜
談
抄
』8

で
あ
る
。 

 
 

稲
賀
敬
二
編
『
源
氏
物
語
提
要
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
二
巻
、
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
） 

6 

テ
キ
ス
ト
は
、
稲
賀
敬
二
編
『
源
氏
物
語
提
要
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
二
巻
、
桜
楓
社
、
一
九
七

八
年
）
を
使
用
し
、
便
宜
上
句
点
・
濁
点
・
傍
線
な
ど
を
私
に
施
し
た
。 

7 

テ
キ
ス
ト
は
、
伊
井
春
樹
編
『
松
永
本 

花
鳥
余
情
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
一
巻
、
桜
楓
社
、
一

九
七
八
年
）
を
使
用
し
、
便
宜
上
句
点
・
濁
点
・
傍
線
な
ど
を
私
に
施
し
た
。
な
お
、
『
花
鳥
余
情
』
は

文
明
七
年
（
一
四
七
五
年
）
か
ら
文
明
十
年
（
一
四
七
八
年
）
に
か
け
て
段
階
的
に
成
立
し
た
。 

8 

テ
キ
ス
ト
は
、
中
野
幸
一
編
『
明
星
抄 

種
玉
編
次
抄 

雨
夜
談
抄
』
（
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊
第
四
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る6

。 

此
巻
は
歌
を
取
て
名
と
せ
り
。
源
氏
十
六
歳
の
事
也
。
物
語
の
沙
汰
に
此
巻
を
賞
る
也
。
上
の

巻
に
て
は
御
殿
を
と
り
て
名
と
す
、
是
は
帝
と
更
衣
の
名
也
。
二
の
巻
は
歌
を
も
つ
て
名
と
せ

り
。
そ
の
は
ら
や
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
は
ゝ
木
ゝ
の
と
い
ふ
歌
の
心
也
。
人
間
の
上
も
は
ゝ
木
ゝ

の
有
無
の
理
な
る
べ
し
。
①
此
巻
は
物
語
の
序
分
也
。
又
一
部
の
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べ
し
。
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又
此
物
語

は
法
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経
を
も
す
る
と
云
り
。
さ
れ
ば
此
巻
、
法
花
経
の
二
の
巻
譬
喩
品
也
。
人
の
心
の
さ
ま

〴
〵
成
を
物
の
品
に
た
と
へ
り
。
是
則
い
づ
か
た
へ
も
お
と
し
つ
け
ぬ
筆
法
也
、
譬
喩
品
に
事

叶
え
り
。
う
つ
せ
み
の
君
あ
り
な
が
ら
源
氏
に
逢
奉
ら
ぬ
は
、
箒
木
の
た
と
へ
に
よ
く
あ
へ

り
。
箒
木
と
い
へ
る
は
、
森
の
木
末
な
ど
の
箒
に
似
た
る
物
の
遠
く
よ
り
見
え
て
、
ち
か
く
よ

れ
ば
な
し
、
雲
霞
の
気
の
ご
と
く
な
る
物
な
り
。
よ
つ
て
有
無
の
た
と
へ
に
ひ
け
り
。
③
此
物

語
に
い
へ
る
所
の
人
々
、
栄
花
を
見
せ
て
ま
た
お
と
ろ
へ
を
か
け
り
。
世
間
の
有
様
、
皆
箒

木
ゝ
に
は
じ
ま
り
夢
の
浮
は
し
に
お
は
る
也
。
天
台
の
両
亦
門
の
法
文
、
爰
に
か
な
へ
り
。

（
中
略
）
④
此
品
さ
だ
め
十
八
段
有
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引
用
部
か
ら
は
、
帚
木
巻
を
次
の
四
つ
の
観
点
か
ら
捉
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

①
帚
木
巻
は
『
源
氏
物
語
』
の
序
文
で
あ
り
、
大
綱
（
根
本
）
で
あ
る
。 

②
帚
木
巻
を
『
法
華
経
』
と
結
び
付
け
て
い
る
。
雨
夜
の
品
定
め
で
、
様
々
な
性
質
の
女
を
挙
げ
な

が
ら
女
性
論
が
展
開
し
て
い
く
様
を
、
譬
喩
品
と
似
通
う
と
捉
え
た
。 

③
世
間
は
、
帚
木
に
始
ま
り
夢
浮
橋
に
終
わ
る
儚
い
も
の
で
、
天
台
四
門
に
叶
う
も
の
で
あ
る
。 

④
雨
夜
の
品
定
め
は
十
八
段
に
区
分
で
き
る
。 

 

①
②
④
の
説
に
関
し
て
は
、
『
源
氏
物
語
提
要
』
以
前
の
も
の
か
ら
は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
考

え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
③
の
説
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
注
釈
書
で
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
四

辻
善
成
の
『
河
海
抄
』
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
雲
隠
巻
に
対
し
て
天
台
四
門
を
踏
ま
え
て
注
記
し
て

い
る
の
だ
。
そ
の
た
め
、
『
河
海
抄
』
の
注
記
か
ら
着
想
を
得
て
、
書
き
記
し
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
行
す
る
注
釈
書
が
別
の
巻
の
注
釈
を
施
す
際
に
著
し
た
考
え
方
を
、
帚
木

巻
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
て
い
る
。
単
に
帚
木
巻
を
注
釈
す
る
だ
け
で
な
く
、
『
源
氏
物
語
』
全
体

を
捉
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。 

 

『
花
鳥
余
情
』
『
雨
夜
談
抄
』
へ
の
継
承 

 

『
源
氏
物
語
提
要
』
で
示
さ
れ
た
解
釈
を
受
け
て
著
さ
れ
た
注
釈
書
が
あ
る
。
一
条
兼
良
の
『
花

鳥
余
情
』7

と
宗
祇
の
『
雨
夜
談
抄
』8

で
あ
る
。 

 
 

稲
賀
敬
二
編
『
源
氏
物
語
提
要
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
二
巻
、
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
） 

6 

テ
キ
ス
ト
は
、
稲
賀
敬
二
編
『
源
氏
物
語
提
要
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
二
巻
、
桜
楓
社
、
一
九
七

八
年
）
を
使
用
し
、
便
宜
上
句
点
・
濁
点
・
傍
線
な
ど
を
私
に
施
し
た
。 

7 

テ
キ
ス
ト
は
、
伊
井
春
樹
編
『
松
永
本 

花
鳥
余
情
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
一
巻
、
桜
楓
社
、
一

九
七
八
年
）
を
使
用
し
、
便
宜
上
句
点
・
濁
点
・
傍
線
な
ど
を
私
に
施
し
た
。
な
お
、
『
花
鳥
余
情
』
は

文
明
七
年
（
一
四
七
五
年
）
か
ら
文
明
十
年
（
一
四
七
八
年
）
に
か
け
て
段
階
的
に
成
立
し
た
。 

8 

テ
キ
ス
ト
は
、
中
野
幸
一
編
『
明
星
抄 

種
玉
編
次
抄 

雨
夜
談
抄
』
（
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊
第
四

ま
ず
、
『
花
鳥
余
情
』
の
注
記
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
注
記
が
確
認
で
き
る
。 

な
り
の
ぼ
れ
ど
も
、
も
と
よ
り
さ
る
べ
き
す
ぢ
な
ら
ぬ
は 

 
 
 

 
こ
れ
よ
り
は
十
八
問
答
あ
り 

こ
れ
は
第
一
段
馬
頭
の
詞
也 

い
ま
は
た
ゞ
し
な
に
も
よ
ら
じ 

か
た
ち
を
ば
さ
ら
に
も
い
は
じ 

 
 
 

 

三
界
唯
一
心
万
法
唯
識
の
心
也 

源
氏
一
部
の
肝
心
こ
ゝ
に
あ
り 

「
こ
れ
よ
り
は
十
八
問
答
あ
り
」
と
、
雨
夜
の
品
定
め
を
十
八
段
に
区
分
し
て
い
る
。
こ
の
部
分

は
、
『
源
氏
物
語
提
要
』
④
の
説
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
「
三
界
唯
一
心
万
法
唯

識
の
心
也 

源
氏
一
部
の
肝
心
こ
ゝ
に
あ
り
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
『
源
氏
物
語
提
要
』
③
の
『
法

華
経
』
と
結
び
付
け
る
説
か
ら
示
唆
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

一
方
、
『
雨
夜
談
抄
』
で
は
冒
頭
部
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

こ
れ
の
み
な
ら
ず
、
と
こ
ろ
〴
〵
に
物
を
な
ず
ら
ふ
る
事
か
ぎ
り
な
し 

さ
れ
は
五
十
四
帖
こ

と
〴
〵
く
あ
る
物
か
と
み
れ
ば
な
く
、
な
き
物
か
と
す
れ
は
あ
る
物
な
れ
ば
、
此
は
ゝ
き
木
一

部
の
名
に
な
る
物
な
り 

天
台
に
四
門
を
た
つ
る
中
に
も
、
亦
有
亦
空
門
こ
の
も
の
が
た
り
に

あ
た
れ
り 

夢
の
う
き
橋
の
巻
も
そ
の
一
巻
の
名
と
い
へ
ど
も
、
五
十
四
帖
の
名
に
な
る
物
な

り
（
中
略
）
此
物
語
は
い
に
し
へ
の
夢
そ
と
も
い
ひ
が
た
く
、
此
世
に
あ
る
わ
れ
人
の
今
の
身

の
う
つ
ゝ
と
も
さ
た
め
が
た
く
、
と
も
に
夢
の
わ
た
り
の
う
き
は
し
、
は
ゝ
き
木
の
あ
り
な
し

な
り 

さ
れ
ば
む
ら
さ
き
し
き
ぶ
の
筆
の
跡
、
そ
の
色
ふ
か
く
そ
の
心
は
か
ぎ
り
な
き
物
な
り 

傍
線
部
を
見
る
と
、
『
源
氏
物
語
提
要
』
③
の
説
で
提
唱
し
て
い
た
『
源
氏
物
語
』
と
天
台
四
門
を

結
び
付
け
る
考
え
方
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
『
源
氏
物
語
提
要
』
が
先
行
す
る
注
釈
書
が
他
の
巻

に
施
し
た
注
記
を
帚
木
巻
に
結
び
付
け
る
論
じ
方
や
、
帚
木
巻
だ
け
で
な
く
全
体
を
見
通
そ
う
と
す

る
考
え
方
も
継
承
し
て
い
る
。 

 

一
見
す
る
と
、
別
々
の
考
え
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
両
者
の
学
問
の
源
流

が
『
源
氏
物
語
提
要
』
と
い
う
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

ま
と
め 

こ
れ
ま
で
、
鎌
倉
・
室
町
期
の
源
氏
学
に
つ
い
て
は
「
一
つ
は
兼
良
の
流
れ
に
、
一
つ
は
宗
祇
の

流
れ
に
と
別
々
に
受
け
つ
が
れ
て
行
っ
て
い
る9

」
と
、
二
つ
の
対
立
す
る
学
問
の
系
統
が
想
定
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
本
発
表
で
は
両
者
の
説
の
源
流
が
、
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
異
な
る
系
統
の
学
問
で
は
な
く
、
大
き
な
枠
組
み
の
中
の
一
つ
の
学
問
と

見
直
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
帚
木
巻
を
重
視
す
る
説
の
検
討
を
通
し

て
、
新
し
い
鎌
倉
・
室
町
期
の
源
氏
学
の
捉
え
方
を
提
唱
し
た
い
。 

 

巻
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
〇
年
）
を
使
用
し
、
便
宜
上
句
点
・
濁
点
・
傍
線
な
ど
を
私
に
施
し
た
。 

9 

注
３
稲
賀
氏
論
考
に
同
じ
。 
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